
日
本
経
済
は
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
も
の
の
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
の
台
頭
で
、
日
本
の
製
造
業
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
。
景
気
低
迷
に
加
え
、
世
界
規
模
の
競
争
が
激
化
し
、
国
内
産
業
の
空
洞
化
が
叫
ば

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
な
ら
で
は
の
技
術
や
製
品
を
武
器
に
、
世
界
相
手
に
果
敢
に
挑
む
企
業
も
目
立
ち
始

め
て
い
る
。
中
で
も
、
東
京

・
多
摩
地
域
は
高
い
技
術
力
を
持
つ
企
業
と
特
色
の、あ
る
大
学
、
研
究
機
関
が
集
積

し
、　
一
大
産
業
エ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
る
。
産
学
連
携
や
産
産
連
携
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
み
、
新
た
な
産
業
を

芽
吹
か
せ
る
動
き
も
盛
ん
だ
。
地
域
の
豊
富
な
資
源
を
結
び
つ
け
た
″
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
モ
デ
ル

タと
も
い
う
べ
き
動
き

が
、
日
本
経
済
再
生
の
カ
ギ
を
握
る
。

が
拠
点
を
構
え
、
世
界
的
な

大
企
業
を
は
じ
め
、
地
元
企

業
と
の
連
携
事
業
の
芽
も
徐

々
に
現
れ
始
め
て
い
る
。

も
と
も
と
企
業
と
大
学
が

同
居
す
る
土
地
柄
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
産
学
連
携
が
進

み
や
す
い
土
壌
が
整

っ
て
い

る
。
両
者
間
で
研
究
開
発
に

対
す
る
温
度
差
が
あ
る
な
ど

克
服
す
べ
き
課
題
は
多
い
も

の
の
、
大
学
側
で
は
共
同
研

究
を
受
け
入
れ
る
専
門
部
署

を
設
け
る
な
ど
、
目
に
み
え

る
形
で
連
携
事
業
が
盛
ん
に

な

っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
産
学
連
携
と
比
べ

て
短
期
間
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

な
が
り
や
す
い
取
り
組
み
と

し

て
注

目
さ

れ

て

い
る

の

が
、
企
業
同
士
で
協
力
し
製

品
開
発
や
販
路
拡
大
を
目
指

す

産

産

連
携

と

い

っ
た

動

き
。
各
自
治
体
や
公
的
支
援

機

関

な

ど
が

仲

介

役

と

な

り
、
企
業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
推
進
し
て
い
る
。

新
産
業
創
出
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
支
援
を
行
う
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
協
会
。
ベ
ン
チ
ヤ
ー
育
成
に
も
熱
が
入
る

こ
う
し
た
先
端
技
術
地
域

の
け
ん
引
役
と
な

っ
て
い
る

の
が
、
多
摩
地
域
を
中
心
に

埼
玉
県
南
西
部
か
ら
神
奈
川

県
中
央
部
に
わ
た
る
広
域
多

摩
地
域

（
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
）

の
産
業
活
性
化
を
目
指
す
、

首

都

圏

産

業

活

性

化

協

会

（
名
称
＝
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
）

だ
。
会
員
数
は
約
６
０
０
社

と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン

ス
の
幅
が
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
活
動
も
６
年
目
に
入

り
、
第
二
期
５
カ
年
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
た
は
か
り
。
同

計
画
で
は
、
中
小
企
業
が
抱

え
る
課
題
で
あ
る
販
路
開
拓

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
重
点

を
置
い
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

充
実
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、
１１
月
に
は
中
小

企
業
の
持
つ
技
術
力
や
製
品

の
新
規
性
、
将
来
性
な
ど
を

客
観
的
に
評
価
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
た
。
第
二
者
か
ら

の
評
価
が
欲
し
い
と
す
る
中

小
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
、
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
協
会
が
抱
え
る
中
小
企

業
診
断
士
や
技
術
士
な
ど
で

構
成
す
る
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
有
効
活
用
が

狙
い
。
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
が
豊

富
な
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
が
行
う

評
価
と
あ
っ
て
、
地
域
金
融

機
関
や
地
元
自
治
体
か
ら
も

注
目
が
高
く
、
今
後
の
動
き

広
が
る
産
産

・産
学
連
携

技
術
力
あ
る
中
小
企
業
集
積

東
京

。
西
部
に
広
が
る
多

摩
地
域
は
２６
市
と
３
町
１
村

を
抱
え
、
全
市
町
村
を
合
わ

せ
た
人
口
は
約
４
０
０
万
人

に
の
ぼ
る
。
９３
年
か
ら
０３
年

ま
で
の
約
１０
年
間
に
お
け
る

多
摩
地
域
の
人
口
増
加
率
を

見
る
と
６
％
で
、
年
々
居
住

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

大
企
業
の
工
場
や
研
究
所

な
ど
が
数
多
く
立
地
し
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
形
で
技
術
力

の
あ
る
中
堅

・
中
小
企
業
が

事
業
拠
点
を
構
え
て
い
る
。

ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に
伴
う
職

住
近
接

ニ
ー
ズ
の
向
上
に
よ

り
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
は
も

ち
ろ
ん
、
民
間
非
営
利
団
体

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
が
１
０
０
近
く

誕
生
す
る
な
ど
動
き
が
顕
著

だ
。
企
業
集
積
が
加
速
す
る

一
方
で
、
文
系
か
ら
理
工

系
、
芸
術
系
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
学
部
を
持

つ
約
３０
の
大
学

が
注
目
さ
れ
る
。

産
学
連
携
推
進
を
掲
げ
る

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
に
対
し
、
企

業
同
士
を
結
び
つ
け
産
産
連

携
に
よ
る
新
技
術
創
出
を
目

指
し
て
い
る
の
が

「
サ
イ
バ

ー
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
八
王
子
」

だ
。
多
摩
地
域
の
中
核
都
市

で
あ
る
八
王
子
市
で
は
、
八

王
子
駅
を
中
心
に
１

ロ
キ
研
四

方
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
Ｉ

Ｔ
系
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
呼

び
こ
ん
で
地
元
振
興
を
目
指

す

「
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク

ロ
ー

ド
八
王
子
構
想
」
を
推
進
し

て
い
る
。
今
年
は
サ
イ
バ
ー

シ
ル
ク

ロ
ー
ド
八
王
子
の
活

動
が
３
年
目
と
な
り
、
成
熟

期
に
入

っ
た
。

定
期
的
に
行

っ
て
い
る
技

術
講
演
会

「
テ
ク

ニ
カ
ル
カ

ン
フ

ァ
レ
ン
ス
」
は
タ
イ
ム

リ
ー
な
技
術
や
動
き
を
テ
ー

マ
に
選
び
、
毎
回
好
評
を
博

し
て
い
る
。
技
術
講
演
会
を

き

っ
か
け
に
、
技
術
力
の
あ

る
中
小
企
業
が

コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
結
成
し
、
製
品
開
発

を
目
指
す
動
き
が
出
て
き
て

い
る
。
国
か
ら
補
助
金
を
受

け
、
実
用
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を

一
層
加
速
さ
せ
る
勢

い
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
・

けん引役のTAMA協 会

支援メニューも充実 蓄辱6奮ぎ夢東長お累県≧雪馬辱横慧
(サイバ ー シル クロー ド八王 子 )



社団法人首都圏活性化協会が主催するビジネスプランコンテス トは、地域の企業が持つビジネスプランを
プレゼンテーションし、その内容の優秀性や、生かされている技術の評価を行ない表彰を行なつているもの

で、毎年秋に、TAMA協会の「ビジネスプラン・ホップ・ステップ・ジャンププロジェクト」の一環として実
施されるものである。
本年度のコンテス トは11月 10日 (月 )に、東京都日野市にある富士電気能力開発センターで開催され、今
年で4回 目を迎えるものです。
このコンテス トに応募しプレゼンテーションを行なつた企業で、狭山商工会議所の会員である株式会社オ
ー・エス・ピー (本社 :東三ツ木 代表取締役 :山本弘信氏 発表者 :同 )が、 「ものづくり部門」で、株
式会社エルウイング (本社 :鶴ヶ島市・狭山市のインキュベーションセンター O SIC21入居者 代表取締役
:加納益子氏 発表者 :木村隆則氏)力 S、 「IT・ サービス部門」でそれぞれ奨励賞を受賞されました。
それぞれのプレゼンテーマ、及び評価は以下の通りです。

*株式会社オー ロエス・ピー 代表取締役 :山本弘信氏

テーマ :

「環境・プロセス計浪J用有機物質センサー事業化」
評 価 :本事業は、社会的にも関心のある分野であり、
その用途は非常に広範囲に展開することが期待できる。
さらに、技術レベルの高さ、経営者の誠実さ、片腕とな
る支援者のサポー ト体制からビジネスとしての完成度が

高い。
社長の喜びの声「まだまだ未熟な事業プランに対して非
常にありがたいア ドバイスとコメントをいただいた上、
奨励賞を頂きました事に感謝いたします。これを糧とし
て事業の発展と継続に努力していきますので、今後とも
宜しくお願いいたします。」
PH 一番右が山本社長

*株式会社エルウイング 代表取締役 :加納益子氏

テーマ :「広帯域VPN通信事業製造販売事業」
評 価 :当該技術の実用範囲をセキュリティに限定した
場合、すでに他技術により確立されており技術的優位性
は低いが、VPNと いう新しいネットワーク技術への期待は
大きく、国際通信の特性改善の面での市場は大きい。ま
た、ビジネスプランの完成度の高さや製品化に向けたア
ライアンスなど、ビジネスとしての完成度が高い。
社長の喜びの声「資料送付等遅くなり、大変ご迷惑をお
かけしましたが賞まで頂き大変うれしく思っています。
今後ともご指導よろしくお願いします。」

PH 一番左が発表者 木村氏

本事業としてこのコンテス トに留まることなく、来年2月 に最終ステージであるベンチャーキャピタルのマ

ッチング会が実施されるわけですが、必要に応じてキャピタルからの支援を受け、ビジネスを大きく発展さ
せていただきたいと考えております。

蛉

軋


